
市
役
所
代
表�

広報あんじょう　2009.3.1 �

●
申
し
込
み
�

３
月
５
日�
〜　
１９

日�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分（�
�
を
除
く
）に
履
歴
書
・

１５歯
科
衛
生
士
免
許
証
を
持
っ
て
市

保
健
セ
ン
タ
ー（
横
山
町
下
毛
賀

知　

番
地
１
／ �
〈　

〉１
１
３

１０６

７６

３
）へ

◎
社
会
福
祉
協
議
会 
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●
採
用
日　

欠
員
が
生
じ
た
場
合

名
簿
登
録
者
よ
り
順
次
採
用

●
職
務
内
容　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
施
設
の
看
護
師
業
務
、
介
助
員

業
務

●
賃
金　

看
護
師�
時
給
１
３
０

０
円　

介
助
員�
時
給　

円　
９９０

※
い
ず
れ
も
通
勤
割
増
１
日　

円
２００

あ
り
。

●
応
募
資
格　

看
護
師
・
准
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
人

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
５
日

�
か
ら
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（�
�
を
除
く
）に
社
会
福
祉
協
議

会（
赤
松
町
大
北　

番
地
４
／ �

７８

〈　

〉２
９
４
１
）へ

７７

◎
中
央
図
書
館

●
採
用
日　

４
月
１
日�

●
採
用
予
定
人
数　
　

人
程
度

２０

●
職
務
内
容　

受
付
・
配
架
・
装

備
・
配
本
な
ど
図
書
館
業
務
全
般

●
勤
務
時
間　

週
３
〜
５
日
勤
務

で
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

の　

〜　

時
間（�
�
�
交
代
勤

５.５

７.５

務
あ
り
）

●
賃
金　

時
給　

円
、
通
勤
割
増

８４０

１
日　

円（
勤
務
形
態
に
よ
り
社

２００

会
保
険
の
適
用
あ
り
）

●
応
募
資
格
�

昭
和　

年
４
月
２

２３

日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

で
、
図
書
館
の
勤
務
経
験
が
あ
る

か
、
司
書
資
格
を
持
つ
か
、
図
書

館
勤
務
に
意
欲
の
あ
る
人

●
選
考　

書
類（
申
込
書
・
調
査

票
・
小
論
文
）お
よ
び
面
接（
３
月

　

日�
）

１７●
そ
の
他　

３
月　

日�
・　

日

２６

２７

�
に
３
時
間
程
度
の
研
修
あ
り

●
申
し
込
み
�

３
月　

日�
ま
で

１０

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
休
館

日
を
除
く
）に
応
募
書
類
を
持
っ

て
中
央
図
書
館（
城
南
町
２
丁
目

　

番
地
３
／ �
〈　

〉６
１
１
１
）

１０

７６

へ※
応
募
書
類（
申
込
書
・
調
査
票
・

小
論
文
）は
、
同
館
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

◎
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
採
用
日　

４
月
１
日�

●
採
用
予
定
人
数
�

１
人

●
職
務
内
容　

歯
科
健
診
介
助
や

歯
科
保
健
指
導
な
ど

●
勤
務
時
間　

週
２
〜
３
日
勤
務

で
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
、
通

勤
割
増
１
日　

円
２００

●
応
募
資
格
�

昭
和　

年
４
月
２

３４

日
以
降
に
生
ま
れ
、
歯
科
衛
生
士

免
許
と
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
人
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●
募
集
期
間
�

平
成　

年　

月
１

２０

１２

日�
〜
平
成　

年
１
月
５
日�

２１

●
提
出
数　

１
件

問
い
合
わ
せ
▼

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

急務とされる事業に、ある程度“特化”してやら
ないと円滑に推進できないと考えます。ならば、
安城市は女性にとって日本で一番、安心して生活
できる町を宣言し、既に取り組まれている乳がん
検診の受診率を１００％まで向上させ、さらに早期
発見につなげることを推進していくことはいかが
でしょうか。

意　
　
　

見

計画案では中間評価を基にライフステージ・分野
別それぞれに取り組むべき重点課題と取り組みを
示しており、それを重点的に推進していきます。
乳がん検診などがん検診の受診率向上は生活習慣
病予防分野において重要な取り組みとなっていま
す。がん検診受診率は、がんの部位を限定せず、
当面は計画目標値の５０％以上を目指し積極的に推
進していきます。ご意見いただきましたことは、
今回計画上に示した内容を具体的に施策化してい
く上で、参考にさせていただきます。

市
の
考
え
方

臨
時
職
員
募
集

中
央
図
書
館
・
市
保
健
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会

健
康
日
本　

安
城
計
画

２１

中
間
評
価
改
訂
版（
案
）に
つ
い
て

広報あんじょう　2009.3.1�

スポーツ少年団�

問い合わせ（敬称略）対象活動日時活動場所団名種目

神宮数見（�〈９２〉２５８８）小中学生毎週� ･�午後７時３０分～８時４５分、毎週�午
前７時～９時高棚小高棚修武会

剣道
稲垣二三夫（�〈７５〉２８４６）小中高校生毎週� ･�午後７時～９時安城中部小剣正会

近藤勝登喜（�〈７５〉０２８８）小中学生毎週�午後６時～８時、毎週�午前６時３０分～
８時桜井中桜井剣道クラブ

浅井保（�〈７５〉１７５６）小中高校生毎週� ･�午後６時３０分～８時３０分安城東部小東部剣道クラブ

神谷晃一（�〈７７〉８１５４）小学生
毎週�午前８時～９時３０分

二本木小
安城

Ｓサッカー
サッカー

安城西部小

毎週�午前１０時～１１時３０分
錦町小
桜町小

深津忠男（�〈４１〉５６７７）園児・小学生毎週�午前９時～正午、毎週�午後２時～４時
３０分明和小明和ＦＣ

堀尾貢（�〈７５〉１６００）

小学２～６年生
毎週�午前８時～９時３０分安城南部小

西尾
複合種目

稲垣光治（�〈７６〉３８４６）東尾河野
亀井修兵（�〈９９〉４５６０）

毎週� ･�午前中
桜林小桜林ソフト

ボール 石川茂樹（�〈９９〉２８３４）桜井小桜井

鈴木勝郎（�〈９８〉５３４９）小学４年生～
高校２年生毎週� ･�・�午後１時３０分～４時安城農林高校安城乗馬乗馬

古家秀文（�〈７４〉７８９７）

小学生～大学生

毎週�午後６時～８時、毎週�午後５時３０分～
７時３０分桜井公民館桜井空手道

空手道 可児武（�〈９７〉００５６）
毎週�午後５時３０分～９時

北部公民館里町空手道
河野六夫

（�０５６３〈５６〉８３２６）
総合福祉
センター横山空手道

杉本峰（�〈７１〉３３４５）小学２～４年生毎週�・�・�午後６時～８時、毎週�午後５
時３０分～７時３０分、�・�は随時

新田小・
梨の里小

安城北
ラビッツ

バレー
ボール
※複合種目の内容は、バドミントン、卓球、スキー、キャンプなどです。

　スポーツ少年団は主に各地区の小学校を中心に活動しています。スポーツ少年団は主に各地区の小学校を中心に活動しています。
詳細については各団へお問い合わせください。　詳細については各団へお問い合わせください。

問い合わせ問い合わせ ▼▼体育課体育課（（��〈〈７５７５〉〉３５３５３５３５））

●
申
し
込
み　

５
月　

日�
ま
で

２５

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分（�
�
�
�
を
除
く
）に
必
要
な

も
の（
右
表
参
照
）を
持
っ
て
市
民

税
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
で
配
布
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
税
課

（�
〈　

〉２
２
１
３
）

７１

常時介護す
る人が運転
する場合

家族が運転する場合
障害者自
身が運転
する場合

持ち物 障害者と同一世
帯でない人が運
転する場合

障害者と同一
世帯の人が運
転する場合

○○○

○
身体障害者手帳
戦傷病者手帳

－療育手帳

－精神障害者
保健福祉手帳

◎◎◎◎
認め印
車検証

運転免許証
－◎－－生計同一証明書
◎－－－常時介護証明書

※上記表中の記号　◎�必ず提示、提出または持参する必要があるもの。
　　　　　　　　　○�いずれか一つ以上の提示の必要があるもの。

障
害
者
は
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す



登
録
証
明
書
、
国
民
年
金
手
帳
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

※
同
じ
世
帯
の
親
族
で
も
、
市
外

在
住
者
の
場
合
は
委
任
状
な
ど

が
必
要
で
す
。

②
①
以
外
の
場
合�

委
任
状
、
代

理
権
授
与
通
知
書
な
ど
本
人
か

ら
委
任
を
受
け
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類（
法
人
の
場
合
は
、

代
表
者
印
を
押
印
し
た
も
の
）

と
、
①
の
身
分
証
明
書

■
課
税
明
細
書
の
内
容
の
確
認
を

�
�
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■
納
期
と
納
税
通
知
書
に
つ
い
て
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■
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
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�
�●

と
き　

４
月
１
日�
〜
６
月
１

日�
（�
�
�
�
を
除
く
）午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

●
と
こ
ろ　

資
産
税
課

●
縦
覧
で
き
る
人　

①
市
内
に
土

地
や
家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者
と
そ
の
同
居
親
族　

②
納
税
管
理
人

●
持
ち
物　

来
庁
者
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

●
縦
覧
帳
簿
の
内
容　

土
地�

所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
当
該

年
度
の
価
格　

家
屋�

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
建
築
年
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格

●
注
意
事
項　

①
所
有
者
の
氏
名
、

住
所
、
課
税
標
準
額
は
縦
覧
帳
簿

に
表
示
し
て
い
ま
せ
ん　

②
本
人

以
外
の
評
価
内
容
や
個
人
情
報
に

か
か
わ
る
質
問
に
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん　

③
縦
覧
帳
簿
の
複
写
や

電
話
に
よ
る
縦
覧
内
容
の
照
会
は

で
き
ま
せ
ん

■
平
成　

年
度
分
の
固
定
資
産
課

２１

税
台
帳
の
閲
覧

●
と
き　

４
月　

日�
〜
６
月
１

１３

日�
（�
�
�
�
を
除
く
）午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

●
と
こ
ろ　

資
産
税
課

●
閲
覧
で
き
る
人　

①
納
税
義
務

者
と
そ
の
同
居
親
族　

②
納
税
管

理
人　

③
借
地
借
家
人
な
ど（
契

約
に
か
か
る
資
産
の
み
で
、
該
当

す
る
資
産
の
賃
貸
借
契
約
書
の
提

示
が
必
要
）

※
閲
覧
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の

提
示
が
必
要
。

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
、
閲
覧

対
象
者
①
②
の
人
に
は
、
名
寄
せ

の
写
し
を
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
分
の
固
定

２１

資
産
に
関
す
る
証
明
は
、
市
民
税

課
で
４
月　

日�
よ
り
発
行
し
ま

１３

す
。

■
本
人
確
認
を
し
ま
す
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①
来
庁
者
が
本
人
か
同
じ
世
帯
の

親
族（
※
）の
場
合�

運
転
免
許

証
、
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
外
国
人

問
い
合
わ
せ
▼
資
産
税
課

（�
〈　

〉２
２
１
５
）

７１

�
�
�
�
�
�
�
�
	

●
と
き　

３
月
２
日�
〜　

日�
１６
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応
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用
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は
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農
務
課
・
文
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セ
ン
タ
ー
・
地
区
公
民
館
・
Ｊ

Ａ
あ
い
ち
中
央
各
支
店
で
配
布
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※
応
募
作
品
は
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却
し
ま
せ
ん
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●
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簡
単
な
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で
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は
黒
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黄
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３
色
の
も
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※
ア
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メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
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不
可
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申
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応
募
用
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ま
で
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、
持
参
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郵
送
・
フ
ァ
ク
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で
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①
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い
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れ
か
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①
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●
銅
賞　

鈴
木 
菜  
瑠 （
桜
町
小
１

な 

る

年
）、石
井 
優  
羽 （
同
小
２
年
）、山

ゆ 

う

口 
珠  
里 （
安
城
西
部
小
３
年
）、鈴

じ
ゅ 

り

木 
結  
梨  
奈 （
安
城
北
部
小
４
年
）、

ゆ 

り 

な

服
部 
有  　
  
江 （
里
町
小
５
年
）、新

ゆ 

り 

え

美 
沙  
紀 （
安
城
西
部
小
６
年
）

さ 

き

■
中
学
生
の
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〈
敬
称
略
〉

●
県
知
事
賞　

三
澤 
文  
香 （
安
祥

ふ
み 

か

中
２
年
）

●
優
秀
賞　

古
屋 
伸  
章 （
安
祥
中

の
ぶ 
あ
き

３
年
）

●
特
賞　

深
田 
海  
奈  
未 （
安
城
西

み 

な 

み

中
１
年
）

●
金
賞　

岡
本 
英  
里  
香 （
安
祥
中

え 

り 

か

１
年
）、山
村 
真  
未 （
安
城
西
中
２

ま 

み

年
）、中
島
か
お
り（
安
祥
中
３
年
）

●
銀
賞　

川
端 
杏  
奈 （
安
祥
中
１

あ
ん 

な

年
）、都
築 
優  
香 （
明
祥
中
２
年
）、

ゆ
う 

か

武
井 
美  
緒 （
東
山
中
３
年
）

み 

お

●
銅
賞　

須
田 
優  
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安
城
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ゆ
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１
年
）、須
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梨  
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同
中
２
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り 

え

佐
藤 
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東
山
中
３
年
）
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●
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稲
垣 
幸  
加 （
安
城

さ
ち 

か

北
部
小
６
年
）

●
優
秀
賞　

田
邊
海
   

輝
   
（
三
河
安

か
い 
き

城
小
５
年
）

●
特
賞　

太
田
実
   

希
   
（
錦
町
小
３
年
）

み 

き

●
金
賞　

神
谷 
和 （
高
棚
小
１
年
）、

な
ご
み

石
川 
実  
緒 （
桜
林
小
２
年
）、鈴
木

み 

お

 
映  
李  
奈 （
今
池
小
３
年
）、岡
本 
胡 

え 

り 

な 

く
る

桃
   
（
三
河
安
城
小
４
年
）、山
田 
梨 

み 

り
ん

 
華 （
同
小
５
年
）、河
村 
知  
美 （
同
小

か 

と
も 

み

６
年
）

●
銀
賞　

神
谷 
歩  
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桜
井
小
１

あ
ゆ 

か

年
）、河
邊 
康  
平 （
梨
の
里
小
２
年
）、

こ
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へ
い

吉
見 
萌  
花 （
安
城
北
部
小
３
年
）、

も
え 

か

日
下 
愛  
子 （
錦
町
小
４
年
）、 
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中

あ
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小
５
年
）、河
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夏 

さ
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す
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か
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安
城
北
部
小
６
年
）
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　以前は、「防災活動の要は、消防や行政」というイメー
ジがありましたが、阪神・淡路大震災をきっかけに、「消
防団」や「自主防災組織」の活動が注目されるようになり
ました。
　そこで、団塊の世代の人たちが定年を迎えるこの数年
で、地域活動や市民活動に防災を取り入れた仕組みが充
実し、地域に定着することで、今後、地域や家庭に今以
上の安全・安心をもたらすことができるのではないでし
ょうか。
　なぜ、団塊の世代が注目をされるのでしょうか。昭和
２２年～２４年の３年間で生まれた同世代の人たちは、約
７００万人です。今年の新成人は約１３０万人、平成２０年に生
まれた赤ちゃんは約１０９万人です。この数字と
比較するといかにこの世代の人が多いのかわか
ると思います。
　この偉大なる“マンパワー”が期待されていま
す。自分や家族が住むまちへの愛着と、仕事で
身に着けた実践的な組織行動のノウハウを持っ
て、団塊の世代の人たちが積極的に参画するこ
とで、地域が変わり自分の生活が変わるのでは
ないでしょうか。積極的に参画するためのきっ
かけは、どこにでもあります。生涯学習の機会
をとらえて自分を磨くこともできますし、行政
主催の講座を受講し、市民活動にかかわること
もできます。
　「家具の固定をやりたい」「ガラスの飛散防止

をやっておかないと」と思っている人は多いと思います。
意識はあるはずです。あとはきっかけだけではないでし
ょうか。
　地域のお年寄りや女性たちは、この“マンパワー”を心
待ちにしているはずです。自主防災活動は、地域の安全・
安心のための活動ですが、地域活動には目的や効果に境
目はありません。ひとつの活動が、福祉、環境美化など
心豊かなまちづくりにもかかわり、自分の生活も心豊か
なものになることでしょう。
　この“年度の変わり目”「今の社会は…。」「最近の経済は
…。」という前に、防災について家庭や地域で今一度、振
り返ってみてはいかがでしょうか。
　団塊の世代の“マンパワー”が地域の現状を大きく変え
そうな予感がします。

１１月月１３１３日 防災チャレンジプラン桜林小学校の様子日　防災チャレンジプラン桜林小学校の様子

問い合わせ 防災課（ 〈71〉2220）

～会社人間から地域住民へ～
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稲垣幸加さん
の作品

三澤文香さん
の作品


